
1

平成 30 年度第 3回岡崎市在宅医療・介護連携協議会 議事録

日 時 平成 31 年 3 月 7 日（木）午後 2時 00 分～午後 2時 30 分

場 所 岡崎市中消防署 3階講堂

出席委員 小原会長、鈴木副会長、小出委員、高辻委員、山口委員、南委員、小林委員、

加藤（匠）委員、加藤（縁）委員、石原委員、内田委員、

原林委員、中根委員、宇野委員、山本（真由美）委員、山下委員、富安委員、

中川委員

以上 19 名

欠席委員 浅田委員、太田委員、千葉委員、小河委員 以上４名

事 務 局 福祉部：内田福祉部長

長寿課：中根副課長、木下係長、近藤係長、岡本係長、遠山保健師主任、

早川保健師主任、浅見主事

介護保健課：野澤課長

幸田町福祉課：松山主幹、小林主任

医師会総務部：椙山次長

在宅医療サポートセンター：杉浦看護師

オブザーバー 在宅医療サポートセンター：鈴木看護師、出口事務員

愛知県西尾保健所：竹島次長、棚橋保健師、稲森課長補佐、

近藤保健管理

岡崎市保健企画課：寺田係長、熊谷保健師主任

岡崎市社会福祉協議会：山本（深雪）保健師、島社会福祉士

１ 開 会

２ 議 事 【 公 開 】

１ 審議事項

(1) 「あいちオレンジタウン構想～認知症に理解の深いまちづくりモデル事業

～」調査結果報告と今後の方向性について

(2) 平成 31 年度いえやすネットワーク多職種研修について

２ 報告事項

(1) 「岡崎市認知症初期集中支援推進事業（認知症初期集中支援チーム）実践事

例報告について」

３ 議事録（要旨）

－議事 1 審議事項 「あいちオレンジタウン構想～認知症に理解の深いまちづくりモデ

ル事業～」調査結果報告と今後の方向性について－

事務局から説明

会長 ただいま 1 審議事項「あいちオレンジタウン構想～認知症に理解の深いま

ちづくりモデル事業～」調査結果報告と今後の方向性について事務局より

説明がありました。何かご意見ご質問等のある方はいらっしゃいますか。



2

鈴木副会長 あいちオレンジタウン構想で摂食・嚥下障害のことに取組むにあたり、重

度認知症の人が長生きすることを考えているのか、認知症の人が摂食・嚥

下障害にならない予防策の為なのかどちらなのでしょうか？

小林委員 重度の認知症の人は摂食嚥下障害になるのですが、実は認知症になるだい

ぶ前から栄養障害を発症して、それが進展して認知症になるという後方ス

タイルもいくつか出ております。したがって栄養障害の発症を防ぐことは

認知症予防にもつながるという事と、認知症になった方でも栄養障害を起

こさないようにすることによって認知症の進展予防をするという方法もあ

りますので、そういった観点から今回の岡崎のチームで取り組む多職種連

携というテーマになっております。

鈴木副会長 資料 3 のところでガイドブックを作るとあるのですが、このガイドブック

は誰が作ってどこで誰に配布するのかというのを教えて下さい。

事務局 ありがとうございます。ガイドブック資料 3 の左下は一般の高齢者、まだ

認知症を発症していない方や認知症の人の家族向けのガイドブックを作成

したいと考えています。ケアパス的な段階的にこの段階ではこういう支援

があるとか認知症にも軽度・重度があるので、どこに相談したら良いかを

示したガイドブックになっています。右側の方が専門職向けのガイドブッ

クになっていまして、専門職同士、例えば口腔が専門でない専門職が見な

いといけない事もある為に、口腔・栄養の専門マニュアルを示したガイド

ブックを作ろうと思っています。

鈴木副会長 誰が作成し、どこで配布するのでしょうか。

事務局 左側は市の方で作って、右側の専門職のものにおいても市が中心でとなり

専門職に相談しながら作成しようと思っています。

鈴木副会長 ガイドブックを作って配布した後の評価をしてどのような効果があったか

を検証して頂きたいので宜しくお願い致します。

事務局 はい。検証してまいります。ありがとうございます。

会長 他、宜しいでしょうか？最初の調査の方ももう少し読み込めば細かい結果

が出てくると思います。例えば最初の介護者の調査でも介護する人の要介

護度によっても調査結果が異なってくると思います。今後の課題・方針も

美味しく食べる為の環境整備と実際に食べる事についての食べ方の問題は

分けて考える必要があります。最期まで美味しくというのは認知症初期の

方が対象で摂食・嚥下は認知症が進んだ方が対象かと思います。大元の認

知症の理解であるウェスタン構想は認知症の理解を深めようという事なの

でテーマを考える必要があるかと思います。

今後のスケジュールは来年度ミールラウンドを行いながら研修を進め、中

盤～後半でガイドブック作成し、活用するという方向かと思います。資料

3、4で上がったテーマなりポイントを更に絞って必要な所を進めていけれ

ば良いかと思います。3 年でモデル事業としては終わりですが、その後に
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多職種連携を含めた医療・介護連携の中で自動的に活用できる連携体制が

この事業とは別に構築されてくる事を願いつつ進めていきたいと思います。

他にご意見・ご質問等ありますでしょうか？なければ調査結果報告と今後

の方向性について賛同いただければ拍手をお願いいたします。

出席委員の３分の２以上の賛成が得られたと認められますので、「『あいち

オレンジタウン構想～認知症に理解の深いまちづくりモデル事業～』調査

結果報告と今後の方向性について」は承認されました。ありがとうござい

ました。

－議事 2審議事項 平成 31 年度いえやすネットワーク多職種研修について－

事務局から説明

会長 ありがとうございました。事務局から「平成 31 年度いえやすネットワー

ク多職種研修について」説明がありました。意見・質問がありましたら、

お願いします。

それでは「平成 31 年度いえやすネットワーク多職種研修について」賛同い

ただければ拍手をお願いいたします。

出席委員の３分の２以上の賛成が得られたと認められますので、「平 31 年

度いえやすネットワーク多職種研修について」は承認されました。

次へまいります。

－議事 3 報告事項 「岡崎市認知症初期集中支援推進事業（認知症初期集中支援チー

ム）」実践事例報告について－

事務局から説明

会長 ありがとうございました。事務局から「岡崎市認知症初期集中支援推進事

業（認知症初期集中支援チーム）実践事例報告について」報告がありまし

た。意見・質問がありましたらお願いします。

（意見・質問なし）

会長 まだ事例の数は少ないです。チームに挙げるものをどういうものにしたら

よいかというものがありますが、包括が窓口になって在宅サポート室に入

れて活動していくという方向へ皆さんご協力を宜しくお願い致します。

それでは「岡崎市認知症初期集中支援推進事業（認知症初期集中支援チー

ム）実践事例報告について」の報告については、以上と致しまして、次へ

まいります。

会長 それでは以上をもちまして、本日予定をしました議事は、すべて終了致

しました。

事務局におきましては、それぞれの委員の方々から出されました意見や指

摘などを、今後の円滑な、医療と介護の連携のために生かして頂きたいと

思います。議事進行にご協力いただき、誠にありがとうございました。
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事務局へお返しします。

４ 閉 会


